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徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
平
成
29
年
度
定
期
総

会
は
、
5
月
13
日
午
後
4
時
か
ら
、
ホ
テ
ル

・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
ペ
ン
ク
ラ

ブ
が
昭
和
42
年
11
月
に
う
ぶ
声
を
あ
げ
て
か

ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
に
な
る
。
41

人
が
出
席
。竹
内
会
長
の
あ
い
さ
つ（
別
項
）

に
続
い
て
、
同
会
長
を
議
長
に
議
事
を
進

め
、
28
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
並
び

に
監
査
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ

た
。こ

の
後
役
員
改
選
（
2
年
ご

と
）
に
移
り
、
ま
ず
竹
内
会
長

か
ら
「
当
初
は
2
期
4
年
で
辞

め
る
予
定
で
し
た
が
、
今
年
は
記
念
行
事
の
こ
と
も
あ
り

引
き
続
い
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
旨
の
発
言
が

あ
り
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
理
事
を
辞
任

さ
れ
た
杉
田
卓
弐
さ
ん
に
代
わ
り
、
新
し
く
高
木
純
さ
ん

を
理
事
に
、
さ
ら
に
会
計
理
事
だ
っ
た
上
窪
則
子
さ
ん
の

会
計
担
当
の
辞
任
に
伴
い
、
代
わ
っ
て
小
川
公
三
理
事
を

会
計
担
当
と
す
る
人
事
案
が
提
示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
29
年
度
の
事
業
計
画
、
同
収

支
予
算
案
の
提
案
が
あ
り
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
今
年
が
ペ
ン
ク
ラ
ブ
創
立

50
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
機

関
誌
「
ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
」
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
35
を
、
50
周
年
記
念
号

と
し
て
10
月
に
発
行
す
る
こ

と
。
記
念
号
の
発
行
と
併
行
し

て
、記
念
式
典
を
10
月
9
日（
祝

日
）
に
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
、

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
の
授
賞
式

を
兼
ね
て
行
う
こ
と
。さ
ら
に
、

県
民
文
化
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
50
周
年
の
歩
み
展
」
を

10
月
20
日
か
ら
3
日
間
、
県
立

文
学
書
道
館
で
開
催
す
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

グランドパレス

拍
手
で
竹
内
会
長
の
続
投
を
承
認

拍
手
で
竹
内
会
長
の
続
投
を
承
認

29年度定期総会29年度定期総会

41
人
出
席

新
理
事
に
高
木
氏
、
会
計
は
小
川
氏

41
人
出
席

新
理
事
に
高
木
氏
、
会
計
は
小
川
氏

177号
平成29．6．27

創立から
半 世 紀

98歳・木村義次さんによる三本締めでフィナーレ

福
島
理
事
が
記
念
講
演

「
台
湾
の
俳
句
」
と
題
し
て
話
す
福
島
せ
い
ぎ
さ
ん

受
賞
の
言
葉

（１）
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恒
例
と
な
っ
て
い
る
春
秋
の
文
学
旅
行
、
昨
年
か
ら
春
は
県
内
の
文
学
散
歩

に
衣
替
え
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今
春
も
同
じ
4
月
29
日
（
祝
日
）
22
人

が
参
加
し
、
眉
山
の
東
側
「
モ
ラ
エ
ス
の
歩
い
た
道
」
を
楽
し
く
散
策
し
た
こ

と
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
後
質
疑
が
あ
り
、
会
員
の
増
加
に
も
っ
と
知
恵
を
絞

っ
て
は
ど
う
か
、「
選
集
」
を
市
町
村
の
図
書
館
に
も
置
い
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
、
こ
れ
も
恒
例
と
な
っ
た
会
員
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、

今
回
は
万
福
寺
住
職
で
、
な
る
と
俳
句
会
代
表
の
福
島
せ
い
ぎ
さ
ん
が
「
台
湾

の
俳
句
」
と
題
し
て
話
し
た
。
福
島
さ
ん
は
、
台
湾
の
俳
句
会
の
重
鎮
を
引
き

合
い
に
、
何
十
年
に
わ
た
っ
て
の
文
芸
人
と
の
付
き
合
い
を
通
じ
て
得
た
、
同

国
の
�
俳
句
事
情
�
を
得
意
の
話
術
で
紹
介
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
時
間
だ

っ
た
。

最
後
は
、
席
を
別
室
に
移
し
て
の
懇
親
会
。
こ
の
日
出
席
の
新
入
会
員
、
初

参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
こ
の

日
予
定
さ
れ
て
い

た
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
は
次
回
に
お
預

け
。
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
こ
の
日
も
お

元
気
に
出
席
の
98

歳
、
木
村
義
次
さ

ん
の
三
本
締
め
で

散
会
と
な
っ
た
。

会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ

竹

内

菊

世

総
会
は
年
一
度
の
最
も
大
き
な
行
事
で
す
。
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
て
50
年
に
な
り
ま
す
の
で
、

「
50
周
年
記
念
総
会
」
と
銘
打
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
、
記
念
の
行
事

を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
先
だ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
で
、
自
由
と

民
主
主
義
を
唱
え

る
若
き
マ
ク
ロ
ン
氏

が
当
選
し
ま
し
た
。

史
上
最
年
少
の
大
統

領
の
か
ざ
す
「
希

望
の
光
」
に
、
フ
ラ

ン
ス
は
国
を
賭
け

た
の
で
す
。

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

高
齢
化
現
象
は
止
め

よ
う
の
な
い
事
実
で
す
。
マ
ク
ロ
ン
氏
の
よ
う
な
若
き
救
世
主
が
現
れ
て

く
れ
な
い
か
な
と
望
ん
で
も
、
そ
う
い
う
奇
跡
は
起
こ
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
だ
と
す
れ
ば
、
我
々
高
齢
者
の
手
で
運
営
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
老
人
の
お
楽
し
み
会
、
老
人
の
手
慰
み
に
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
と
し
た
運
営
を
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
輩
が
築
い
て
来
ら
れ
た
歴
史
、
伝

統
、
社
会
的
地
位
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
何
も
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
2
0
1
7
年
度
理
事
・
役
員

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順

太
字
は
新
任
、
敬
称
略
）

参
与

上
野
隆
、
岸
積
、
木
村
喜
美
子
▽
会
長

竹
内
菊
世
▽
副
会
長

蔭

山
美
紗
子
、
鈴
木
綾
子
、
田
上
倉
平
、
丁
山
俊
彦
、
西
池
冬
扇
▽
理
事

安
曇

統
太
、
上
窪
青
樹
、
上
窪
則
子
、
木
村
英
昭
、
高
木
純
、
竹
内
紘
子
、
辻
本
一

英
、
福
島
誠
浄
、
船
越
淑
子
、
萬
宮
千
鶴
子
、
山
口
久
雄
▽
会
計

小
川
公
三

▽
監
事

新
開
英
毅
、
二
橋
満
璃
▽
事
務
局

桂
ゆ
た
か
、
正
木
孝
枝
、
山
崎

純
世

初
参
加
の
高
木
純
、
山
形
靖

子
、
渡
邊
惠
子
、
東
條
孝
の
皆

さ
ん
（
右
か
ら
順
に
）

会
場
を
移
し
て
和
や
か
に
懇
談

（２）



平成28年度 徳島ペンクラブ事業報告

期 日

12月末 発行発送

表彰式（第4回研修会）
29年3月12日

4月3日、6月30日
9月13日、3月30日

表彰式
11月6日（日）10時30分
阿波観光ホテルにて
終了後懇親会

11月20日

4月29日（毎年固定）

29年3月12日
阿波観光ホテルにて
終了後懇親会

基本的に定例
毎月第一土曜午前10時
から文学書道館にて

10月16日
文学書道館にて

編集委員 全理事
必要に応じて編集会議

11月5日

内 容

ＰＡＲＴ34号発刊
特集 海野十三の世界
ペンクラブ賞 野上恵子さん

会員への通知、ニュース等
年に数回適時発行

審査員 依岡隆児 徳島大学総合科学部教授
撫養佳孝 徳島新聞生活文化部
竹内菊世 徳島ペンクラブ会長

（大賞、準大賞は作品をペンクラブ選集に掲載）
大賞 竹内 晴美 「モッコウバラが咲いた」
準大賞 手束 雅夫 「頭頂記」

鴻野 福恵 「我が人生に乾杯」
佳作 山形 靖子 「仙人となった雪子先生」

坪井壽美代 「ミミズと私」
崎本 久枝 「ハーベスト」

奨励賞 藤井 春樹 「祖父のこと」

大阪堺市（千利休・与謝野晶子）
兵庫県芦屋市（谷崎潤一郎）など

眉山の北側、南佐古の旧道を歩く

講演とペンクラブ賞授賞式、懇親会
講演 浅香寿穂氏「露天の口上・啖呵売」

毎月第1土曜に開催（会場の都合で変更あり）
その他、必要に応じて理事会・執行部会を招集

平成28年度徳島県民文化祭分野別フェスティバル事業
テーマ「日本ＳＦの父 海野十三」
講演 小西昌幸氏（海野十三の会）

演題「海野十三研究最前線」
講談 旭堂南湖氏（上方講談師）

演題「蠅男」他

50周年記念誌発刊準備開始（平成29年10月発刊予定）
編集長 田上副会長 副編集長 鈴木副会長

三好市 高校文芸誌賞への協力（選考委員など）
野上彰の会「アカシア忌」

事 業 名

ペンクラブ選集

ペンクラブ通信

第17回
とくしま随筆大賞

秋の文学旅行

春の文学散歩

研修会

理事・執行部会

主催事業

特別事業

その他

協力事業

（３）



平成28年度 収支決算
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

Ａ 収入総額 2，122，748円
Ｂ 支出総額 1，918，304円
Ｃ 差 引 額 204，444円（次年度へ繰越）

内 訳
平成28年度会費 5，000円×141人＝705，000円
ペンクラブ選集 part34掲載料 499，000円

2頁 7，000円×55人＝385，000円
3頁 9，000円× 2人＝18，000円
4頁 11，000円× 6人＝66，000円
6頁 15，000円× 2人＝30，000円

会合出席者負担金 総会 4，000円×40人＝160，000円
三好市（富士正晴同人雑誌賞審査） 150，000円
徳島新聞社文化助成金 100，000円
秋の文学旅行寄付金 7，279円
ペンクラブ選集売上代金 64，775円
利息 5円

0円

予 算 額
740，000

660，000

250，000

3，000

20，111

5，000
436，689
2，114，800

決 算 額
705，000

659，000

250，000

7，279

64，780

0
436，689
2，122，748

科 目
会 費 収 入

負担金収入

補助金収入

寄付金収入

雑 収 入

未収金収納
前年度繰越金

計

内 訳
ペンクラブ選集印刷代 787，600円
ペンクラブ通信印刷費 114，480円
徳島随筆大賞関係 156，621円
研修会その他 19，467円
事務局 24，359円
選集34号発送費 63，072円
ペンクラブ通信発送費 39，116円
その他通信費 127，275円
理事会・役員会他 24，678円
総会 159，000円
徳島市文化協会会費等 9，000円
山下顧問告別式生花 14，580円
事務用品（インク・用紙他） 10，958円
県民文化祭参加事業「海野十三」 272，216円
50周年記念事業準備 54，905円
富士正晴同人雑誌賞表彰式 23，284円
振込手数料等 17，693円

0円

予 算 額

1，100，000

210，000

260，000

10，000
20，000
10，000

350，000

40，000
144，800
2，144，800

決 算 額

1，078，168

253，822

183，678

9，000
14，580
10，958

350，405

17，693
0

1，918，304

科 目

事 業 費

通 信 費

会 議 費

諸 会 費
慶 弔 費
事 務 費

特別事業費

雑 費
予 備 費

計
平成28年度の収支決算について監査の結果、適正に処理されていたことを認めます。

平成29年4月11日

A 収入の部

Ｂ 支出の部

（４）



平成29年度 徳島ペンクラブ事業計画

期 日

6月末各原稿締め切り
10月発行発送予定
ペンクラブ賞投票
表彰式は未定

10月9日（月・祝日）
阿波観光ホテルにて

10月20日（金）
～22日（日）

文学書道館にて
年数回適時発行
5月末〆切
審査6月～8月予定
※すでに実施中

表彰式は記念式典内で
4月29日（毎年固定）

来春3月予定
基本的に定例毎月第1
土曜午前１０時から文学
書道館にて
理事会で内容等を検討中
日程は上記
各役員・全会員参加協
力で仕上げていく

5月20日（土）
13時30分～
シビックセンターホール

7月30日（日）14時～
文学書道館
9月30日（土）13時予定
阿波観光ホテル

内 容

年1回刊行しているもので、今年度はＰＡＲＴ35号

ペンクラブ賞1名・次点数名を選出

随筆大賞授賞式を兼ねる（詳細は理事会にて検討）

会員への通知、ニュース等
第18回
審査員 徳島大学教授 依岡隆児氏

徳島新聞 生活文化部長 疋田耕資氏
竹内会長

（大賞、準大賞は作品をペンクラブ選集に掲載）
春 第2回文学散歩

眉山の東側を散策 「モラエスの歩いた道」

秋 未定
講演とペンクラブ賞授賞式、懇親会などを兼ねて開催
毎月第1土曜に開催（会場の都合で変更あり）
その他、必要に応じて理事会・執行部会を招集

平成２9年度徳島県民文化祭分野別フェスティバルテーマ
「徳島ペンクラブ50年の歩み」（仮称）

理事会で協議し、必要と認めた依頼事業
（文学関係）の支援・後援・共催事業など
三好市 高校文芸誌賞への協力（選考委員など）
野上彰の会「没後50周年記念 アカシア祭」

徳島現代詩協会
1）創立30周年記念講演「パウンドのイマジズム」

2）中四国詩人会・徳島大会（30周年記念展示併催）

事 業 名

50周年関連行事
1）ペンクラブ選集
（兼・50周年記念誌）

2）50周年記念式典

3）県民文化祭
「50周年の歩み
展」（仮）
ペンクラブ通信
とくしま随筆大賞

文学散歩

文学旅行
研修、講演
理事・執行部会

主催事業

協力事業

（５）



平成29年度 収支予算
（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

Ａ 収入総額 2，779，450円
Ｂ 支出総額 2，779，450円
Ｃ 差 引 額 0円

内 訳

平成29年度会費 5，000円×140人＝700，000円

50周年記念誌（選集 part35）掲載料 500，000円
会合出席者負担金 総会 6，000円×50人＝300，000円

県民文化祭助成金 250，000円
50周年記念事業助成金 250，000円

各種寄付金他（50周年広告料等） 300，000円

ペンクラブ選集等売上代金 20，000円
利息 6円

前年度会費 1名 5，000円
県民文化祭助成金28年分 250，000円

前年度予算額

740，000

660，000

250，000

3，000

20，111

5，000

436，689

2，114，800

本年度予算額

700，000

800，000

500，000

300，000

20，006

255，000

204，444

2，779，450

科 目

会 費 収 入

負担金収入

補助金収入

寄付金収入

雑 収 入

未収金収納

前年度繰越金

計

内 訳

50周年記念選集 part35印刷代 1，200，000円
ペンクラブ通信印刷代 100，000円
徳島随筆大賞賞金等 150，000円
講演会・研修会 50，000円

事務局 50，000円
総会案内・選集・通信送料等 250，000円

理事会・役員会等 100，000円
総会 300，000円

徳島市文化協会会費等

事務用品代他

県民文化祭参加事業「50周年記念」 350，000円

振込手数料等

前年度予算額

1，100，000

210，000

260，000

10，000

20，000

10，000

350，000

40，000

144，800

2，144，800

本年度予算額

1，500，000

300，000

400，000

10，000

20，000

10，000

350，000

40，000

149，450

2，779，450

科 目

事 業 費

通 信 費

会 議 費

諸 会 費

慶 弔 費

事 務 費

特別事業費

雑 費

予 備 費

計

※各科目間の流用を認める

A 収入の部

Ｂ 支出の部

（６）
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4月29日

春
の
文
学
散
歩

第
2
回

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

春
の
文
学
散
歩
、
2
回
目
と
な
る
今
回
は
昨
年
と
同
じ
祝
日

の
4
月
29
日
、
22
人
が
参
加
し
、
絶
好
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
和

の
中
、
新
町
か
ら
眉
山
の
麓
「
モ
ラ
エ
ス
の
歩
い
た
道
」
を
南

進
し
、
二
軒
屋
駅
前
ま
で
の
山
沿
い
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
。

午
前
10
時
、
阿
波
踊
り
会
館
前
に
集
合
。
ま
ず
、
コ
ー
ス
設

定
を
始
め
、
ガ
イ
ド
役
も
務
め
て
い
た
だ
く
、
文
学
散
歩
担
当

の
丁
山
俊
彦
さ
ん
か
ら
、
こ
の
日
の
概
要
説
明
を
聞
い
た
後
、

モ
ラ
エ
ス
の
レ
リ
ー
フ
胸
像
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
っ
て
、
出

発
。モ

ラ
エ
ス
や
お
ヨ
ネ
、
コ
ハ
ル
の
眠
る
潮
音
寺
を
皮
切
り

に
、
天
神
社
境
内
の
田
中
松
亭
歌
碑
、
新
町
小
前
で
は
、
坂
東

文
夫
作
の
モ
ラ
エ
ス
胸
像
や
オ
ブ
ジ
ェ
「
な
か
よ
し
」、書
家
・

貫
名
菘
翁
（
ぬ
き
な
・
す
う
お
う
）
生
誕
地
碑
な
ど
、
ジ
グ
ザ

グ
コ
ー
ス
を
、
丁
山
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ル
ン
ル
ン
気

分
で
見
て
回
っ
た
。

伊
賀
町
で
は
、

モ
ラ
エ
ス
通
り
と

呼
ば
れ
、
当
時
の

面
影
が
色
濃
く
残

る
狭
い
通
り
の
途

中
、
モ
ラ
エ
ス
旧

居
跡
な
ど
に
立
ち

寄
り
、
文
人
が
よ

く
泊
ま
っ
た
と
い

う
福
本
楼
の
旅
館

十
数
年
前
の
引
っ
越
し
か
ら
写

真
の
整
理
が
で
き
な
く
な
り
、
大

き
な
段
ボ
ー
ル
箱
に
写
真
を
仕
舞

い
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
た
。

新
し
い
写
真
を
撮
っ
て
も
、
そ

の
箱
に
入
れ
る
。
ア
ル
バ
ム
が
途

切
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
続
き
の
写
真
も
整
理
で

き
な
い
。
い
つ
か
ま
と
め
て

整
理
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

う
ち
に
、
箱
の
中
に
は
十
数

年
分
の
写
真
が
た
ま
っ
て
、

あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

た
。
そ
ろ
そ
ろ
整
理
し
な
い

と
…
…
。
写
真
を
箱
に
入
れ

る
度
に
思
う
の
だ
が
、
そ
の

写
真
の
多
さ
に
閉
口
し
て
、

簡
単
に
は
手
が
付
け
ら
れ
な

い
。や

が
て
私
も
還
暦
を
迎
え
、
四

年
、
五
年
と
年
月
は
容
赦
な
く
流

れ
て
い
く
。

こ
れ
は
心
の
病
だ
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
、
重
い
気
持
ち

を
奮
い
起
こ
し
て
放
置
し
て
い
た

写
真
箱
に
手
を
入
れ
た
。

十
数
年
分
の
写
真
は
一
瞬
で
私

を
過
去
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ

る
。
思
い
出
に
浸
る
気
持
ち
は
無

か
っ
た
が
、
写
真
は
写
さ
れ
た
時

の
中
に
私
を
引
き
ず
り
込
む
。

一
番
の
変
化
は
孫
達
の
成
長

だ
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
孫
達
の

写
真
。
食
べ
初
め
。
雛
祭
り
。
保

育
園
に
通
う
姿
。
七
五
三
。
小
学

校
の
入
学
式
。
運
動
会
。
遠
足
。

成
長
す
る
姿
が
微
笑
み
を
誘
う
。

私
と
い
え
ば
、
年
々
、
確
実
に

年
を
重
ね
て
老
い
を
感
じ
る
。
髪
し
わ

の
色
が
白
く
な
り
、
顔
に
は
皺
が

増
え
、
体
重
の
増
加
が
如
実
に
現

れ
て
い
る
。
こ
ん
な
自
分
の

姿
を
見
た
く
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

孫
達
に
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
、
す
っ
か
り
容
貌
の
変
わ

っ
た
私
に
、「
誰
か
と
入
れ

替
わ
っ
た
の
か
？
」
と
、
夫

が
聞
く
。

「
自
分
だ
っ
て
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
く
せ
に
」
と
、
私

つ
ぶ
や

も
呟
く
。

写
真
の
中
の
時
は
、
懐
か
し
い

事
だ
け
で
な
く
、
悲
し
い
事
や
辛

か
っ
た
事
も
思
い
出
さ
せ
る
。
家

族
が
減
っ
た
分
だ
け
新
し
い
家
族

が
増
え
た
。
今
で
は
夫
が
我
が
家

の
最
年
長
に
な
っ
て
い
る
。

十
数
年
で
は
カ
ラ
ー
写
真
は
セ

ピ
ア
色
に
変
わ
ら
な
い
。
で
も
そ

の
中
に
私
達
家
族
の
時
間
の
変
化

を
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
残
し
て
い

た
。

（
仁
木
陽
子
）

22人 歴史・文化の宝庫を訪ねる22人 歴史・文化の宝庫を訪ねる
潮音寺から勢見山墓所まで

写 真写 真

モ
ラ
エ
ス
の
寓
居
跡
で
「
在
り
し
日
」
を
し
の
ぶ

（７）
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よ
み
が
え

没
後
５０
年

甦
る
野
上
彰

よ
み
が
え

没没
後後
５５００
年年

甦
る
野
上
彰

シビック
センター

「
ア
カ
シ
ア
祭
に
２３０
人
」

��
��
��
��
��
��
��

跡
な
ど
を
巡
っ
て
、
最
後
は
な
み
だ
町
か
ら
、
城
南
町
の
焼
香
庵
跡
墓
地
を
訪

ね
た
。
こ
こ
に
は
、
東
洲
斎
写
楽
の
錦
絵
に
描
か
れ
た「
勢
見
山
」の
墓
な
ど
、

江
戸
相
撲
で
活
躍
し
た
力
士
の
墓
が
、
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
て
残
さ
れ
て
い

た
。2

時
間
た
っ
ぷ
り
、
二
軒
屋
駅
前
で
昼
食
を
取
り
、
解
散
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
眉
山
の
東
側
山
麓
沿
い
に
こ
れ
ほ
ど
の
�
文
化
��
歴
史
�
が
残
さ
れ

て
い
る
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

（
詳
報
は
10
月
発
行
の
選
集
に
掲
載
）

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
協
賛
の
「
野
上
彰
没
後
50
年
記
念
ア
カ
シ
ア
祭
」（
野
上
彰

の
会
主
催
）が
、
5
月
20
日
、
徳
島
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

2
3
0
人
余
が
会
場
を
埋
め
、
徳
島
市
出
身
の
詩
人
・
野
上
彰
（
1
9
0
9
〜

6
7
年
）
が
脚
本
を
手
掛
け
た
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
雁
の
曲
」
な
ど
、
彼
の
手
に

な
る
詩
、
作
詞
、
訳
詩
、
小
学
校
歌
な
ど
、
今
に
残
る
数
々
の
名
作
が
朗
読
、

合
唱
な
ど
で
披
露
さ
れ
、
大
き
な
感
動
を
呼
ん
で
い
た
。

中
で
も
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
「
雁
の
曲
」
は
、
幕
末
、
筝
の
名
家
に
生

ま
れ
た
主
人
公
が
自
由
に
目
覚
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
長
男
・
藤
本
草
さ
ん
の
脚

色
、
演
出
で
、
朗
読
サ
ロ
ン
「
さ
ざ
な
み
」
主
宰
の
住
友
美
代
子
さ
ん
が
、
情

感
豊
か
に
朗
読
し
、
会
場
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

こ
の
日
は
、草
さ
ん
は
じ
め
野
上
彰
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
大
勢
、遠
路
駆
け
つ
け
、

幕
間
に
ご
子
息
の
藤
本
ひ
か
り
・
草
・
成
・
豊
彦
・
国
彦
の
5
人
の
皆
さ
ん
が

壇
上
で
紹
介
さ
れ
た
。

野
上
彰
の
会（
竹
内
菊
世
会
長
）は
、

徳
島
県
が
生
ん
だ
稀
有
な
詩
人
野
上
彰

を
顕
彰
し
よ
う
と
、
2
0
1
4
年
8
月

に
発
足
し
た
。
こ
の
会
は
野
上
彰
を
愛

す
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
事

務
局
は
、
徳
島
市
寺
島
本
町
西
1
丁

目
、
ポ
ッ
ポ
街
2
階
「
丁
字
堂
」
内
。

℡
0
9
0
―
4
5
0
8
―
0
5
3
8
。

編編
集集
後後
記記

忙
中
閑
あ
り
―
。
5
月
中
旬
過
ぎ
、
久
し
ぶ
り
に
東

京
に
行
っ
て
来
た
。
大
学
の
同
期
会
（
ク
ラ
ス
会
）
に

出
席
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
前
日
、
横
浜
に
住
む
友
人
か
ら
の
夕
食
の
お
誘

い
を
断
り
、
有
楽
町
や
日
比
谷
公
園
周
辺
を
散
策
。
夜
は
東
京
ド
ー
ム
で
野
球

観
戦
を
楽
し
ん
だ
。
小
田
急
線
、
中
央
線
、
山
手
線
の
電
車
も
利
用
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
、
な
ん
と
人
の
多
い
こ
と
か
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
人
の
波
。
東
京

一
極
集
中
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
電
車
内
の
乗
客
の
大
半
が
黙
々
と
ス
マ
ホ
に

視
線
を
落
と
し
て
い
る
様
は
、
異
様
と
し
か
思
え
な
い
。
人
口
減
が
加
速
す
る

我
が
徳
島
だ
が
、
80
歳
の
大
台
を
目
前
に
し
た
身
に
と
っ
て
は
、
の
ど
か
な
環

境
で
老
後
を
過
ご
せ
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
。

（
倉
）

野上彰脚本「雁の曲」を
朗読する住友美代子さん

㊤
野
上
彰
作
詞
「
落
葉
松
」
を
披
露
す
る
徳
島
混
声
合
唱
団
の
皆
さ
ん
㊥
満
席
の
会
場
も
一
緒
に

㊦
藤
本
ひ
か
り
さ
ん
（
右
端
）
ら
御
子
息
5
人
の
皆
さ
ん
も
一
堂
に

（８）


